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〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
１
月
】

　

日
・
市
民
憲
章
等
検
討
委
員
会

２３

検
討
結
果
報
告

　

日
・
生
き
も
の
と
人
・
共
生
の

２４

里
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム　

豊
岡

ｉｎ

　

日
・
豊
和
会

２７
　
　

・
豊
岡
市
防
災
会
議
・
豊
岡

市
国
民
保
護
協
議
会

　

日
・
ま
ち
ぐ
る
み
学
校
支
援
シ

３１

ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
２
月
】

１
日
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
〜
ミ

ズ
ノ
ビ
ク
ト
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク　

豊
岡

ｉｎ

６
日
・
豊
岡
市
の「
市
民
憲
章
」「
市

の
木
・
花
・
魚
介
」を
制
定

　
　

・
バ
ス
交
通
を
守
る
市
民
検

討
会
（
城
崎
総
合
支
所
）

　

日
・
豊
岡
市
「
く
ら
し
の
便
利

１０

帳
」
発
行
に
関
す
る
協
定

書
調
印
式

　
　

・
バ
ス
交
通
を
守
る
市
民
検

討
会
（
出
石
総
合
支
所
）

　

日
・
植
村
直
己
冒
険
賞
特
別
賞

１２

発
表

　
　

・
バ
ス
交
通
を
守
る
市
民
検

討
会
（
竹
野
総
合
支
所
）

　

日
・
バ
ス
交
通
を
守
る
市
民
検

１３

討
会
（
日
高
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
）

　

日
・
バ
ス
交
通
を
守
る
市
民
検

１６

討
会（
豊
岡
地
区
公
民
館
）

　

日
・
バ
ス
交
通
を
守
る
市
民
検

１７

討
会
（
但
東
総
合
支
所
）

　

市
で
は
、
市
民
生
活
に
必
要
な

情
報
を
掲
載
す
る
豊
岡
市
「
く
ら

し
の
便
利
帳
」
を
製
作
し
、
市
民

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
７
月
に
市
内
全
世
帯

へ
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
の

発
行
に
当
た
っ
て
は
、
市
が
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
行
政
改
革
の
一

環
と
し
て
、
市
の
財
政
負
担
を
伴

わ
ず
に
行
政
情
報
の
発
信
が
で
き

る
よ
う
に
、
官
民
協
働
の
事
業
手

法
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

２
月　

日
、
こ
の
事
業
の
実
施

１０

ト
キ
・
ツ
ル
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
豊
岡
に
集
合
！

生
き
も
の
と
人
・
共
生
の
里
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

豊
岡
市「
く
ら
し
の
便
利
帳
」を
発
行
し
ま
す

市
民
生
活
に
必
要
な
情
報
を
官
民
協
働
で
届
け
ま
す

に
当
た
り
、
市
と
協
働
し
て
便
利

帳
を
発
行
す
る
株
式
会
社
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス（
大
阪
市
）と
市
は
、
豊

岡
市
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
の
発

行
に
関
す
る
協
定
書
の
調
印
式
を

市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
広
告
収
入
を
も
と
に

編
集
・
印
刷
・
配
布
費
用
を
す
べ

て
負
担
し
、
市
は
、
各
種
行
政
情

報
や
防
災
・
観
光
情
報
な
ど
を
提

供
し
、
編
集
作
業
な
ど
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　

便
利
帳
に
は
、
市
の
文
化
財
や

観
光
の
ほ
か
、戸
籍
・
住
民
登
録
な

ど
の
各
種
手
続
き
、
健
康
・
医
療
・

福
祉
制
度
な
ど
市
民
生
活
に
身
近

な
情
報
を
掲
載
し
、
合
わ
せ
て
企

業
な
ど
の
広
告
も
掲
載
し
ま
す
。

　

こ
の
便
利
帳
の
製
作
に
当
た
り
、

同
社
の
担
当
者
が
広
告
掲
載
の
お

願
い
に
市
内
の
事
業
者
を
訪
問
し

ま
す
の
で
、
官
民
協
働
事
業
の
趣

旨
を
理
解
い
た
だ
き
、
便
利
帳
に

広
告
を
載
せ
て
、
事
業
を
Ｐ
Ｒ
し

て
く
だ
さ
い
。

　

１
月　

日
、「
生
き
も
の
と
人
・

２４

共
生
の
里
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム　　
　
豊
岡
」
を
豊
岡
市
民
プ
ラ

ｉｎ

ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、ト
キ
・

ツ
ル
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
４
つ
の

市
（
新
潟
県
佐
渡
市
、
山
口
県
周

南
市
、
鹿
児
島
県 
出  
水 
市
、
豊
岡

い
ず 

み

市
）
を
核
に
平
成　

年
度
か
ら
始

１８

め
ら
れ
た
も
の
で
、
環
境
省
・
国

土
交
通
省
・
農
林
水
産
省
・
文
化

庁
の
後
援
を
受
け
、国
、県
、市
、関

係
団
体
が
共
同
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
１
部
は
〝
鳥

連
合
〞
４
市
長
会
談
。
そ
れ
ぞ
れ

の
取
組
み
を
深
め
な
が
ら
連
携
す

る
こ
と
、
２
０
１
０
年
に
名
古
屋

で
開
催
さ
れ
る
生
物
多
様
性
条
約

締
約
国
会
議
の
場
で
、
連
合
の
成

果
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い

く
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
映
画
『
田
ん
ぼ
』

の
映
像
を
題
材
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
農
作
業

�

�

�

を
し
な
い
と
米
は
で

き
な
い
が
、
僕
は
農
業
�

�

が
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
生
き
も
の
が

い
っ
ぱ
い
い
る
よ
う
な
面
白
い
田

ん
ぼ
を
つ
く
り
た
い
」（
田
中
定
さ

ん
・
農
業
者
）

　
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
（
放
棄
田
な

ど
）
人
間
に
と
っ
て
不
便
な
場
所

に
行
く
。
鳥
が
大
切
な
こ
と
を
教

え
て
く
れ
て
い
る
気
が
す
る
」（
横

田
登
代
子
さ
ん
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

　
「
田
ん
ぼ
の
見
方
が
変
わ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら

見
た
り
、
考
え
て
行
動
し
た
い
」

（
�
岡
百
合
恵
さ
ん
・
新
成
人
）

　
「
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
コ
ウ
ノ

ト
リ
を
追
い
か
け
な
が
ら
、
た
く

さ
ん
の
生
き
も
の
が
住
め
る
田
ん

ぼ
を
広
げ
て
い
き
た
い
」（
細
川
大

蔵
君
・
小
学
生
）

　

各
世
代
か
ら
の
印
象
的
な
言
葉

が
心
に
残
り
ま
し
た
。

▲さまざまな意見が飛び交ったパ
ネルディスカッション

▲協定書の調印を終えた株式会社サイ
ネックス代表取締役社長の村田吉優
さん（右）と中貝市長
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1

自
然
美
再
発
見
！ 

ま
ち
ぐ
る
み
学
校
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
お
互
い
に
高
め
あ
う
し
く
み
づ
く
り
を

　

２
月
１
日
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
子
育

て
支
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
〝
夢
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
〞
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
〜
ミ
ズ
ノ
ビ
ク
ト
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク　

豊
岡
〜
を
、
総
合
体
育

in

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
基
礎
技
術
の
向
上
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
た
ち
が
日
本
を
代
表
す
る

選
手
や
指
導
者
と
じ
か
に
接
す
る

こ
と
に
よ
り
、
感
動
や
あ
こ
が
れ
、

夢
を
育
む
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
の
小
中
学
生　
15

チ
ー
ム
約
１
５
０
人
が
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
五
輪
ア
メ
リ
カ
代
表
で
銅
メ

ダ
リ
ス
ト
の
ヨ
ー
コ
・
ゼ
ッ
タ
ー

ラ
ン
ド
さ
ん
、
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪

日
本
代
表
の
横
野
有
紀（
旧
姓
・
永

富
）さ
ん
、バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
日
本

代
表
の
小
柳
紀
代
子（
旧
姓
・
福

田
）さ
ん
、元
全
日
本
代
表
の
向
井

久
子
さ
ん
に
、
基
礎
的
な
技
術
習

得
の
た
め
の
練
習
方
法
な
ど
の
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

　

ゼ
ッ
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
ん
は
、
子

ど
も
た
ち
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
の
大
切
さ
や
普
段
の
練
習
に
取

り
組
む
姿
勢
な
ど
を
力
強
く
伝
え
、

指
導
者
講
習
会
で
は
「
子
ど
も
た

ち
の
可
能
性
の
た
め
に
粘
り
強
い

指
導
を
！
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

１
月　

日
、
ま
ち
ぐ
る
み
学
校

３１

支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ
で
開
催
し
、
小
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
ら
約
３
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
市
内

で
行
わ
れ
て
い
る
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
が
連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
学
校
支
援
の
取
組
み
が
、
今
後
、

さ
ら
に
充
実
し
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
願
い
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
先
進
地
で
あ
る
京
都

市
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
京
都

市
教
育
委
員
会
小
中
一
貫
教
育
推

進
室
長
の
井
上
佳
和
さ
ん
が
「
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
お
互
い
に
高

め
あ
う
し
く
み
づ
く
り
」
と
題
し

た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
５
つ
の
小
中
学
校

の
代
表
が
、
地
域
か
ら
支
援
を
受

け
て
行
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
事

例
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
市
内
小
学
校　

校
の

３０

児
童
が
舞
台
に
上
が
り
、
日
ご
ろ

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ま
ち
づ
く

り
防
犯
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
、

感
謝
の
手
紙
を
読
み
、
一
斉
に
手

渡
し
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
〜
ミ
ズ
ノ
ビ
ク
ト
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク　

豊
岡
を
開
催

in

夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
切▲アンダーパスを

指導する講師
▲まちづくり防犯グループの皆さん
に感謝の手紙を渡す小学生たち

　

突
然
飛
び
入
り
日
記
で
す
。

　

大
雪
だ
っ
た
ふ
る
さ
と
も
、
春

め
い
て
き
ま
し
た
。
そ
う
言
え
ば
、

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
日
は

節
分
、
明
日
は
立
春
で
す
。

　

冬
の
間
途
絶
え
て
い
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
出
か
け
て
み
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
大
発
見
。
改
め
て

自
然
界
の
素
晴
ら
し
い
光
景
に
出

会
い
ま
し
た
。そ
れ
は
、
野
鳥「
も

ず
」
の
「
は
や
に
え
」
で
す
。

　
「
浄
水
場
の
辺
り
で
珍
し
い
も

の
が
見
え
る
よ
」。
近
所
の
お
じ

さ
ん
の
言
葉
に
誘
わ
れ
た
小
学
５

年
生
の
孫
が
「
堤
防
の
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
枝
に
カ
エ
ル
が
刺
し
て
あ
っ

た
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
が
、

４
日
ほ
ど
前
の
こ
と
で
し
た
。
多

分
食
べ
ち
ゃ
っ
て
無
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と
２

本
の
桜
の
木
の
枝
に
ア
マ
ガ
エ
ル

が
３
匹
も
刺
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

食
の
保
存
な
の
か
、
食
べ
や
す
く

す
る
た
め
な
の
か
「
も
ず
」
に
聞

い
て
み
た
い
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
自
然
の
美
し

さ
、あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
す
。　

　

春
、
ウ
グ
イ
ス
の
声
に
目
覚
め
、

口
笛
で
、
歩
く
道
々
の 
桧 
の
先
端

ヒ
ノ
キ

を
渡
る
ウ
グ
イ
ス
と
競
争
し
ま
す
。

　

夏
、
オ
オ
ル
リ
の
「
ピ
ー
ピ
ー

ク
ル
ク
ル
ピ
ー
」
の
美
声
に
起
こ

さ
れ
、
カ
ワ
セ
ミ
の
美
し
さ
に
目

を
見
張
り
、
仲
良
く
水
面
で
遊
ぶ

オ
シ
ド
リ
に
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
お
目
に

か
か
る
こ
と
も
。

　

秋
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
脇

の
ハ
ス
池
で
は
、
ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト

ン
ボ
と
見
ま
が
う
よ
う
な
可
愛
い

ト
ン
ボ
も
た
く
さ
ん
見
か
け
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
野
の
花
や
ワ
ラ
ビ

も
再
三
再
四
、
わ
が
家
の
食
卓
に

上
り
ま
す
。
わ
が
家
か
ら
シ
ル
ク

温
泉
ま
で
の
往
復
５
キ
ロ
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
道
は
、
健
康
で
生

か
さ
せ
て
も
ら
う
感
謝
の
道
で
す
。

　

さ
ら
に
通
勤
途
上
で
は
、
野
生

復
帰
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
先
導
し

て
く
れ
ま
す
。
円
山
川
の
上
流
か

ら
中
下
流
ま
で
、
贅
沢
な
環
境
の

ふ
る
さ
と
で
す
。


